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Ⅰ　はじめに

１　本論文の目的

　本論文の目的は、英国の移民都市レスターで暮らす
ジャイナ移民を対象とし、彼らが宗教的伝統をどのよ
うに公共的なものとして再構築しようとしているの
か、断食実践に着目して考察することである。ジャイ
ナ教とは、マハーヴィーラ（前６～５世紀）を祖師と
仰ぎ、徹底した禁欲・苦行主義を特徴とするインドの
宗教で、ジャイナ教徒はグジャラート州、ラージャス
ターン州、ムンバイーなど西インド及び南インドを中
心に居住する（矢島 2002）。インド国内には2011年時
点で全人口の約0.4％にあたる約450万人が居住する
と報告されている1。本論文では海外に居住するジャイ

* 岡山大学
1  Census 2011 India, https://www.census2011.co.in/data/religion/6-jainism.html参照（2026年４月10日最終アクセス）

ナ教徒を「ジャイナ移民」と措定し、ジャイナ教徒一
般について記述する場合は「ジャイナ教徒」とする。
　先行研究は、ジャイナ教を厳格な教義を持つ宗教的
マイノリティとして位置づけ、信仰の変容や継続性、
集団的アイデンティティの形成に焦点を当ててきた
（Banks 1992; Pogačnik 2018）。それに対し、本論文では、
「移動が宗教をつくる」という視点に立ち、移民たち
がいかにして独自のジャイナ教をつくり出しているの
か、宗教的価値と実践の動態を検討する。そのために、
ジャイナ教の特異な宗教性として強調されてきた食規
範、その中でも断食を、日常生活を構成する食実践で
あると同時に、公共的に嗜まれる文化実践としてとら
えなおす。特に、断食の時に摂取される断食食に着目
する。そして、断食が、宗教的理念の遵守にとどまら
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ず、健康・娯楽・教養など複数の価値を包含する多義
的な文化実践、すなわち宗教性と世俗性を併せ持つ「有
徳なカルチャー」として移民たちに実践されているこ
とを示す。
　なお、本論文では現地語として主にグジャラート語
を学術的慣例に基づいてローマ字表記し、固有名詞を
除いてフォントはイタリック（斜体）を使用する。ま
た、本論文で登場する調査協力者には、公共の人物を
除き、すべて仮名を用いる。

２　問題の所在

　現在、約25万人のジャイナ移民がインド国外で生
活しているとされる。内訳は、①アメリカ合衆国（15

万人以上）、②英国（50,000人）、③ネパール（25,000人）、
④ケニア（15,000人）、カナダ（5,000人）となってい
る（Jain 2025: 141‒142）。ジャイナ移民の宗教実践や
コミュニティに関して、特に移民の最も多いアメリカ
や英国において、人類学的・社会学的観点から研究が
なされてきた（Jain and Forest 2004; Shah 2011, 2020; 

Vallely 2004）。近年は日本（西坂 2021; 山本 2020）や
東南アジア（Zhang 2024）など、非西洋諸国における
ジャイナ移民にも光が当てられている。
　本論文がフィールドとする英国レスターに目を向け
よう。ジャイナ移民の英国移住は、植民地時代の少数
の学者や専門職の移民を別にすれば、1960年代より
行われるようになった。移民が爆発的に増加したのは
1972年のウガンダ追放を契機とする。英国植民地時
代に年季契約労働者あるいは自由移民としてインド人
が大量に東アフリカ諸国に移住したが、1972年ウガ
ンダ大統領により強制退国命令が施行され、約60,000

人が退国を余儀なくされた。約27,000人が英国に渡り、
そのうち約10,000人がレスターに移住したとされる。
東アフリカから「再移住」した移民たちは「ウガンダ
ン・アジアン（Ugandan Asians）」と呼ばれる（濱谷 

2025）。その後、ジャイナ移民の富裕層はロンドンや
マンチェスターに移住したが、低中間層はレスターに
移住した（Pogačnik 2018: 20）。現在、英国全体で
40,000～50,000人のジャイナ移民が居住していると推
測される（Jain 2025; Shah 2020）。
　次に、レスターのジャイナ移民の主要な先行研究を
検討する。バンクスは、1982～1983年にレスターで
８ヶ月間、インドで９ヶ月間フィールドワークを行い、
民族誌を著した。バンクスによれば、レスターの最大
ジャイナ教コミュニティであるジャイナ・ヨーロッパ

協会（Jain Samaj Europe: 以下 JSEと略記）は、当初
はシュリーマリーとオースワールという２つのカース
トが協力して1973年に創設した。しかし、数年後に
オースワールが独立して別組織をつくる形で分裂し、
シュリーマリーが中心となって協会を運営するように
なった（Banks 1992: 160）。バンクスは、個々のジャ
イナ移民の信仰のあり方には、それぞれのカーストや
宗派に基づき正統派、異端派、新正統派の３つの対立
や相互作用がみられることを指摘した（Banks 1992: 

211‒214）。そして、ジャイナ移民が一枚岩ではなく、
さまざまな集団内の差異や権力関係を包含する一方、
いかに差異を乗り越えてジャイナ移民のアイデンティ
ティやコミュニティを構築しようとしているかを示し
た。
　ポガチニクは、2015～2016年にレスターで４ヶ月
間、インドで２ヶ月間フィールドワークを行い、博士
論文を著した（Pogačnik 2018）。バンクスと同様、ポ
ガチニクも JSEを中心に調査を行い、組織内の差異
やヒエラルヒーに注目した。ポガチニクは、JSE内に
は各宗派のための寺院空間が設置されているが、空間
の大きさや豪華さ、また日々の礼拝儀礼を行う順番な
どに偶像崇拝派を頂点とするヒエラルヒーがあらわれ
ていると指摘する（Pogačnik 2018: 174‒175）。また、ジャ
イナ教の食規範に着目し、いかに食規範を厳格に遵守
しているかによっても組織内の序列化や非ジャイナ移
民との差異化がはかられていると論じる（Pogačnik 

2018: 192‒197）。それによって、移民にとってのジャ
イナ教が、宗教実践の継続性を包含しながら、解釈や
実践の内実が変容していることを明らかにした。

３　本論文の視角

　これら先行研究は、一般的に厳格な教義を遵守する
宗教的マイノリティとしてひとくくりにされやすい
ジャイナ移民の集団内の差異や多様性を、豊富な民族
誌資料によって明らかにした点で評価できる。その一
方で、ジャイナ教をやや本質主義的にとらえているの
ではないかという疑問も残る。バンクスもポガチニク
も「本物の」ジャイナ教がインドにあるという前提を
もとにインドで調査を行い、インドと英国の比較考察
を行っている。しかし、19世紀以前は単一のジャイ
ナ教が存在したわけではないというコートの指摘にも
あるように（Cort 2020: 216）、どこかに本物のジャイ
ナ教があった／あるのではなく、むしろ移動を通じて
複数のジャイナ教がつくられてきたとは考えられない
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だろうか。シンガポールで調査したジャンは、ジャイ
ナ移民には３つのレベルの宗教的ハイブリディティが
みられることを指摘し、「ネオ・ジャイナ教」として
提示した（Zhang 2024）。必要なのは、宗教が移動によっ
て変容するのではなく、「移動が宗教をつくる」とい
う視点の転換である。
　本論文では、英国レスターのジャイナ移民がどのよ
うに宗教的伝統を公共的なものとして再構築している
のか、断食実践に着目して考察する。なぜ、断食か。
先行研究でも注目されてきたように（Pogačnik 2018; 

Shah 2011; Vallely 2004）、ジャイナ教徒にとって食は
宗教哲学を体現する根幹的な宗教実践であると同時
に、序列や差異を構築する社会的・文化的実践でもあ
る。食の中でも、特に宗教的重要度の高い断食実践に
焦点を当てる。そして、次の２つの観点から事例を検
討する。
　第一に、一般的に非日常の宗教的苦行とみなされる
断食を、日常生活を構成する食実践の一部としてとら
えなおす。ジャイナ教の断食は厳格な絶食を行うイ
メージがあるが、断食にもさまざまな種類があり、実
際には「食べる断食」も少なくない。本論文では特定
の祭祀で摂取される断食食に着目し、人びとが何を食
べて何を食べないのか、食の選択がどのような意味・
価値と連関しながら行われているのかを記述・分析す
る。
　第二に、パブリック・カルチャーの議論（Appadurai 

and Breckenridge 1995）を参照して、断食を文化実践
と措定する。インドの消費文化をパブリック・カル
チャーととらえたアパデュライとブレッケンリッジ
は、メディアの消費者を受動的な存在としてみるので
はなく、受け手側の主体の多様性と主体の経験におけ
るさまざまなメディアの作用に焦点を当てた（田口 

2010: 127）。事例（１、11、12）でみるように、多様
な断食食メニューの考案・発信やインターネットでの
学習など、断食は宗教性を維持しながらもパブリッ
ク・カルチャーとして消費されつつあるといえる。
　第三に、宗教性と娯楽性の両立を考える上で、コー
プマンの「有徳な有用性（virtuous utility）」の議論を
参考にしたい。シク系及びヒンドゥー系新宗教団体の
献血活動を調査したコープマンは、既存の宗教的贈与
の慣習が世俗的フィランソロピー活動へと社会化され
る過程で、贈与の構造が部分的に「適応外利用
（exaptation）」されたと指摘する（Copeman 2009: 52）。
つまり、構造自体は維持・強化されながら、「社会的

に役に立つ」かどうかという有用性の論理を基盤とし
て、贈与実践は霊的利益のためだけでなく一度に複数
の異なる目的を果たすようになった（Copeman 2009: 

62）。本論文では、断食の構造が適応外利用されるこ
とで、積徳・修行などの宗教的意義とともに健康・娯
楽・教養など文化的意義が探究される、いわば「有徳
なカルチャー（virtuous culture）」として実践されてい
ることを示す。
　ここで「文化」ではなく「カルチャー」とあらわす
のは、断食が単に象徴的な意味体系としてではなく、
手に触れられるモノであるとともに、それについて語
られ、吟味され、遂行される対象として存在している
ためである。さらに、断食がこうした物質的実践とし
て、メディアや移動を通じてトランスナショナルに流
通している点をふまえ、移民社会の共通語（英語）の
cultureに対応した「カルチャー」を用いることとする。

Ⅱ　フィールド概要

１　調査の概要

　本研究では、英国レスターをフィールドとして
2021年10月１日～11月８日にかけて約１ヶ月間参与
観察調査とインタビュー調査を中心とするフィールド
ワークを実施した。参与観察やインタビューには主に
英語を用い、ヒンディー語、グジャラート語を補完的
に使用した。
　具体的には、寺院やコミュニティ・センターなど移
民団体23ヶ所、インド料理飲食店・食料品店34ヶ所
を訪問し、合計108人のサーベイ調査を行ったほか、
司祭５人、研究者３人から話を聞いた。移民団体の内
訳は、ヒンドゥー系18、シク系３、ジャイナ系１、
キリスト教系１である。そのうちジャイナ教コミュニ
ティに関しては、バンクスとポガチニクの調査した
JSEで調査を実施した。なお、JSEは現在ジャイナ・
センターと呼ばれるため、今後はセンターと略記する。
その際、断食について７人（女性６、男性１）及び司
祭１人の聞き取り調査を実施したほか、キッチン・食
堂で参与観察調査を行った。その後2022年４月～11

月にかけて約８ヶ月間慈善活動に関するフィールド
ワークを行った際に、断食に関しても補充調査を実施
した。加えて、一次資料・二次資料の文献調査を行っ
た。
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２　調査地と調査対象の概要

　英国レスターシャー州（地図１）に位置するレスター
は、人口約368,600人（2021年時点）のうち半数以上
を非白人系民族が占める移民の街であり、そのうち約
25％がインド系移民とされる。宗教別にみると、キリ
スト教（25％）、ムスリム（24％）、無宗教（23％）、
ヒンドゥー教（18％）、シク教（5％）の順に構成され
る2。日本ではレスター・シティ・フットボール・クラ
ブがサッカー好きに知られている程度で、取り立てて
観光名所があるわけでもない、いたって平凡な地方都
市である。一方で、インド系移民にとってレスターは
特別な街だ。南アジア系の飲食店や衣料品・雑貨店な
どが軒を連ねる目抜き通りの「ゴールデン・マイル」
は、移民たちが日常的に買い物や食事に集う主要な生
活の場となっている。また、インド国外で最大規模と
されるヒンドゥー教の祭ディワーリー祭3には毎年英
国だけでなくヨーロッパ中から数万人の観光客が集ま
るなど、レスターはインド系移民のシンボルとなって
いる。

地図１　英国レスターシャー州

　センターは、郊外のインド人居住地域に集中するそ
の他のコミュニティと違って、市内中心部に位置する。

2  レ ス タ ー 市 発 行 の Leicester local authority profile 2023, https://www.leicester.gov.uk/media/inmh1feq/living-in-leicester-infographic-
summary-2023.pdf及び GOV. UK: Ethnicity facts and figures, Indian ethnic group: facts and figures, https://www.ethnicity-facts-figures.service.
gov.uk/summaries/indian-ethnic-group/参照（2026年４月10日最終アクセス）

3  ディワーリー祭とは、カールティカ月（10月～11月）に新年の祝福や厄除けのために行われるヒンドゥー教の灯明祭で、現代で
は派手なイルミネーションや花火などで熱狂的に祝われる。グジャラートではディワーリー祭の翌日が新年にあたる。

4  Jain Samaj Europe, https://www.jaincentreleicester.com/参照（2026年４月10日最終アクセス）
5  ジャイナ教の宗派の構成や歴史について、詳しくは渡辺（2005）を参照する。

1973年にジャイナ・サマージ・レスターとして設立
され、1988年に現在の寺院が完成した4。ポガチニクに
よれば、2015～2016年時点で約1,500～2,000人のジャ
イナ移民がセンターに所属しており、そのうち推定
98％がグジャラート人、75～80％が東アフリカから
の移民とされる（Pogačnik 2018: 21‒22, 86‒87）。また、
大部分が白衣派（Śvetāmbara）に属する5。

Ⅲ　ジャイナ教の食規範と断食

１　ジャイナ教の食規範

⑴　食物禁忌の理念

　ジャイナ教は菜食主義を基本とする厳格な食規範で
知られる。ヒンドゥー教徒も菜食主義者が多いが、浄
不浄の観念や伝統医学アーユルヴェーダを基準として
食物を差異化するヒンドゥー的菜食主義と異なり、
ジャイナ的菜食主義はアヒンサー（ahiṁsā）、すなわ
ち不殺生の徹底を特徴とする。平たくいえば、「そこ
に生命が存在するか」「そこから新たな生命が生じる
か」が食べてもよい食材と食べるべきでない食材を選
別する判断基準となる（上田 2017: 43）。不殺生を遵
守することで、悪いカルマ（karma：業）が減る一方
よいカルマが増え、それがよりよき来世や最終的な解
脱につながると考えられているためである。
　在家信者の行動規則を記した文献では、６種類の食
物の放棄が推奨されるが、最も重要とされるのは、そ
のうち酒、肉、蜂蜜の放棄である（堀田 2011: 176‒
179）。そのほか、葉の物、湿った食べ物、発酵食品、
腐敗した食べ物、「無数の身体」と呼ばれる玉ねぎな
どの球根や大根などの根菜類・芋類も、そこに存在す
る／そこから発生する可能性のある微生物の殺生を避
けるために規制される。ざくろやなす、トマトなど多
くの種を持つ植物も同様である（上田 2017: 43‒44）。
　このように、アバクシャ（abhakṣya）と呼ばれる「食
べるべきではないもの」を一覧にしたリストが11世
紀には存在していたとされる（Pogačnik 2018: 184; 

Vallely 2004: 15）。その頃は、上述した食材を含む22
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品目が数えられていたが、その後の時代によって品目
の入れ替えがあり、数にも増減がみとめられる（上田 

2017: 45）。

⑵　食物禁忌の現代的展開

　次に、現代ジャイナ教徒の食物禁忌についてみてい
く。北アメリカの「アバクシャ食」について、ヴァレ
リーは、①伝統的なアバクシャ食の身体的健康の観点
からの再解釈、②新たなアバクシャ食の出現という２

つの特徴を挙げる（Vallely 2004: 16）。より重要なの
は②で、たとえば乳製品やゼラチン、レシチンなど動
物性食品やそれを含む添加物が、動物の搾取の放棄ま
たは動物愛護という「社会的に動機づけられた不殺生」
の遵守のために忌避される（Vallely 2004: 17）。こう
した動物愛護志向は、特に北米や英国の第二世代の若
者のあいだでのヴィーガン運動に顕著にあらわれてい
る（Shah 2011; 2020）。
　一方、現実生活での食規範の遵守に困難を抱えホス
ト社会への適応に努めるジャイナ移民も少なくない。
東京と神戸のジャイナ教徒の食生活について調査した
西坂は、人びとが「根菜類を避け、日没前に食事する」
ことを理想とし、基本的にはジャイナ的食事スタイル
を維持しているものの、日没前の食事がなかなか守れ
ないことやポテトチップスを食べる人もいるなど、さ
まざまな矛盾や葛藤を抱えている様子を記している
（西坂 2021）。また、ヴァレリーは、ジャイナ教の若
者数人とフランチャイズのハンバーガー店で食事した
際に彼らが「肉なしバーガー」を注文した事例から、
肉食の忌避という古来の倫理的原則と外食を通じた親
交を重視するアメリカ文化という２つの価値観の消費
が象徴的にあらわれていると指摘する（Vallely 2004: 

21）。
　端的にいえば、ジャイナ移民は確かに食規範の遵守
を続けてはいるが、移動を通じて食べるべきでないも
ののリストの中身やその理由・動機は変容してきてい
る。次節では、食規範の一部である断食についてみて
いこう。

２　ジャイナ教の断食

⑴　断食の種類

　ジャイナ教の断食は、「苦行」やそこから生じる「熱」

6  日常的な断食のほか、サッレーカナー（sallekhanā）と呼ばれる「死に至る断食」もある（上田 2017: 37‒38）。重要な断食の一つ
ではあるが、本論文では紙幅のため割愛する。

を意味するタパ（tapa）と呼ばれる。断食をすること
で魂に付着した業を滅することができると考えられて
おり、出家在家問わずすべてのジャイナ教徒にとって
きわめて重要な実践である。現代インドにおいては、
断食は丸一日何も口にしないのが一般的であるが、断
食の目的や断食に伴う儀礼によって、断食の期間や内
容が異なる（上田 2017: 36‒37）。ポガチニクによれば、
断食の方法は、次の６つに分けられる（Pogačnik 

2018: 187‒188）。①１日２食（beāsana）、②１日１食
（ekāsana）、③１日１食味のない食事をとる（āyambil）、
④絶食（upavāsa）、⑤８日間水以外摂取しない（atthay）、
⑥１年間１日おきに絶食と１日１食もしくは２食をと
る（vārṣī tapas）6。
　移民の場合はどうか。バンクスによれば、インドと
比べるとレスターではそれほど一般的に断食は行われ
ていなかったようである。その理由は、「英国では暖
をとるためにもっと食べる必要がある」「断食しなが
ら一日中働くのは困難でできない」ためである。それ
に加えて、断食を主導する出家者の不在が理由として
挙げられる（Banks 1992: 191）。断食への情熱や普及
の程度に差はあるとしても、多くのジャイナ移民に
とって断食は今でも重要な宗教的修行である。たとえ
ば、グジャラート大地震の時に寄付を募るために若者
が断食したという（Vallely 2004: 18‒19）。レスターで
もセンターに多額の寄付をした断食実践者は「苦行者」
として名誉を与えられた（Banks 1992: 191‒192）。こ
こからは、断食の目的や意義はより生活環境に則した
社会的なものへ変容しながらも、断食が依然として重
要な実践として続けられていることがわかる。

⑵　断食祭

　ジャイナ教徒は、折々の祭祀や儀礼に併せて断食を
行う。最大規模の断食祭は、一般的に雨季のヴィクラ
マ暦シュラーワナ月～バードラ月（８～９月）にかけ
て８～10日間行われるパリューシャナ（Paryuṣaṇa）
祭である。祭の主要な行事は、断食と公開懺悔
（pratikramaṇa）である（Banks 1992: 176）。懺悔はそ
れを通じて過去１年間積もりに積もった悪いカルマか
ら解放されるために行われる。断食は、懺悔の準備と
して、１～数日間絶食を行う者もいれば、８日間通し
で水しか摂取しない断食を行う者もいる。
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　パリューシャナ祭ほど認知されていないが、本論文
が取り上げるアーヤンビル・オーリー（Āyambil Olī）
祭（以下、オーリー祭と略記）もアーヤンビルと呼ば
れる特定のタイプの断食（上述の③）が行われる断食
祭である。アーヤンビルの語源はサンスクリット語の
「アーチャマ（水、汁）」と「アムラ（酸っぱい）」に
由来し、オーリーは「線」を意味する。この断食自体
はいつでも行えるが、年に２回、チャイトラ月（３～
４月）とアーシュヴィナ月（９～10月）にそれぞれ
９日間オーリー祭が開催される。男女ともに実践でき
るが、既婚女性が中心で、結婚生活の幸せや家族の健
康を祈願して行うとされる7。祭の間、１日１食味のな
い食事をとることがみとめられている。断食実践者は
自宅よりも寺院やコミュニティ・センターに行き、そ
こで提供される特別な断食食を集団で摂取するのが特
徴的である（Banks 1992; Zhang 2024）。

⑶　断食食

　祭の間どのような断食食が食べられるのか。英国
オースワール協会発行の資料8によれば、断食食の基
本ルールは、ヴィガーイ（vigāy）と呼ばれる怒り、
貪欲、傲慢、欺瞞の４つの感情をを引き起こす食べも
のを忌避することである。ヴィガーイはラグ・ヴィ
ガーイ（粗糖、牛乳、精製バター、ヨーグルト、油、
揚げ物）、マハー・ヴィガーイ（バター、蜂蜜、魚・
卵含む肉類、酒）の２種類から成る。そのほか、「味
のない」食べものにするために、以下のルールが挙げ
られる。

・香辛料、粗糖以外の砂糖、塩なども極力制限する
・食べてもよい香辛料：乾燥生姜、胡椒、ヒング（hiṅg：
アサフェティダ）9など一部の香辛料、焼き塩
・食べてもよい食材：小麦粉、米、茹でた豆（緑豆、
レンズ豆、赤いんげん豆など）

・料理法はきわめてシンプル（茹でる・蒸すが中心）

　それでは、実際にどのような断食食が食されている

7  Jainpedia: the Jain universe online, https://jainpedia.org/themes/practices/festivals/ayambil-oli/参照（2026年４月10日最終アクセス）
8  Oshwal Association of the UK, Ayambil Oli: Overview, by Shah, Kishor B., https://oshwal.org.uk/wp-content/uploads/2024/04/Ayambil-Oli-

Overview-plus-Lots-More-By-Kishor-B-Shah.pdf参照（2026年４月10日最終アクセス）
9  ヒングは樹脂性の香辛料で、強い硫黄系の香りを特徴とする。北西インドやジャイナ教・ヒンドゥー教の料理で重用され、消化促
進・ガス抜きの効能があるとされるため、断食食にもよく使われる。

10  「バーイー（bhāī）」は兄弟、「ベーン（ben）」は姉妹を意味し、目上の人物への敬称の接尾辞として用いられるが、正式名称となっ
ている場合もある。

のか。ここからは、現地調査で得られたデータをもと
にレスターの事例を検討する。

Ⅳ　レスターの断食祭と断食食

１　断食の場

　レスター市内中心部から歩いて10分ほどのところ
にセンターはある。徒歩移動者にはアクセス便利な立
地だが、駐車スペースがほとんどないため、車移動の
者は近隣のスーパーマーケットや有料パーキングに駐
車後、センターに向かわなければならない。玄関で靴
を脱いで中に入ると、１階には受付、キッチン、食堂、
サットサンガ（satsaṅga：宗教的集会）のための広々
としたホールがある。２階・３階には、白衣派・偶像
崇拝派の寺院を中心に偶像否定派、空衣派、ラージチャ
ンドラ派の寺院が共存している。全体的に薄暗く、寒
く、イベントのない平日は閑散としていて侘しい雰囲
気である。
　センターは、平日は10：00～13：30、18：00～19：30

に一般向けに開放され、午前中と夕方にそれぞれ礼拝
儀礼が行われる。土日や祭の期間は朝から夕方まで終
日開放される。日曜日には子どもたちを対象とするグ
ジャラート語及びジャイナ教の教室を開いている。そ
のほか、毎月のサットサンガ、若者グループの活動、
女性グループの活動などが行われている。
　筆者が調査した2021年のオーリー祭は、コロナ・
パンデミック後に初めて再開された祭で、マスクをつ
けながらではあったが、連日数十名の人びとが集まっ
ていた。祭の間、主に１階のキッチンと食堂で、断食
食の調理及び儀礼的な共食が行われた。

２　断食の担い手

　調査協力者の一人、元医師ラマンバーイー10（東ア
フリカ出身、推定60代）によれば、９日間通しで断
食しているのは15～16人ほどとのことである。ほか
に、１日または数日間だけ断食をする人もいる。平日
よりも土日の方が参加者が多く、日曜日には35人ほ
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どが断食をしたという。断食実践者はセンターに寄付
として１日につき５～６ポンドを納めなければならな
い。
　オーリー祭８日目の断食実践者は、女性14人（10

代１人、30～40代２人、50～60代２人、60代以上９人）、
男性10人（10代１人、30～40代４人、60代以上５人）
だった。断食最終日には22人が集まった。一般的に
は女性の方が断食する者が多いといわれるが、レス
ターではそれほどの差異はみられなかった。半数以上
が60代以上であり、高齢者が多く断食していること
が指摘できる。
　また、集団断食は、断食実践者だけでなく、断食食
を準備する司祭と奉仕者の奉仕（sevā）によって成り
立っている。司祭はインド・ラージャスターン州出身
で、ヒンドゥー教バラモンの家の生まれ。生まれた村
落にはシヴァ寺院があり、村に住む150世帯全員がバ
ラモンだったという。グジャラート州出身の妻と結婚
し、息子と娘１人ずつもうけた。英国に移住して15

年ほど、センターで司祭職に就いて４年ほどになる。
現在、センターでの司祭職のほか兼業でガス・エンジ
ニア、バス・ドライバーの仕事もしている。
　司祭は非常に早口かつ機敏に動く人で、早朝の礼拝
儀礼を執り行いながら神像の縁起や神話について説明
してくれた。また、料理の腕前も達者で、祭の間彼が
すべての断食食のメニューを決定し、奉仕者に指示を
しながら調理を取り仕切り、自分でも調理していた。
奉仕者は、日によって異なるが、断食最終日には女性
８～10人ほど、男性４～５人ほどで、高齢の男女が
多数を占めていた。調理は主に女性が担当し、男性は
給仕や荷物の運搬などに従事していた。奉仕者によれ
ば、イベントごとに奉仕者用のWhatsapp（インドで
一般的に使用されている通信アプリ）のグループがあ
り、毎日グループ・チャットで誰が奉仕に参加できる
かを確認し合って人数調整しているそうである。

⑴　断食の過程

　次に、断食最終日の行程を以下に記す。

　10：00 キッチンで調理開始。22人分の断食食プレー
トを用意する。

　10：30 ２階の寺院で献火の儀礼（āratī）。奉仕者た

11  これは、虫や微生物の殺生を防ぐため、礼拝時に口にあてて使用するものである。そのほか、虫を踏み潰さないように前方を掃く
ための箒がジャイナ教の象徴的アイテムであり、小型の箒やキーホルダーなどさまざまな形状でグッズ化もされている。

ちも作業を中断して儀礼に参加。
　11：30‒12：00 奉仕者たちが家から持ち寄った軽食を

とる。その後調理再開。
　13：00 断食実践者が集まってきて給仕開始。２列に

なって向かい合う形で床に座って食事する
が、高齢者や身体の不自由な人びとは椅子に
座って食事をする。いったん着座すると立っ
てはいけないルールで、奉仕者が一種類ずつ
順々に食事を給仕し、料理が出揃った後も
折々におかわりを尋ねてまわる。

　14：00 奉仕者たちとともに筆者も断食食をいただく。
 （2021年10月20日、フィールドノーツより）

　断食最終日の翌日は、断食実践者が人びとにギフト
を配り、センターに布施をして祝宴が開かれる。その
時は断食実践者の何人かが小銭やムフパットー
（muhpaṭṭo：白いハンカチ）11、ステンレス製のグラスな
どをその場にいる人びとに配っていた。

⑵　断食食

　ラマンバーイーによれば、断食食には100種類以上
あり、祭の間毎日メニューが変わるという。実際に、
毎日20数種類の断食食が用意されていた（表１）。そ
のうち10～12種類を毎朝寺院で調理し、残りのスナッ
ク類はメンバーが家で手作りして持ってきたものを提
供する。特に、断食したい意欲はあっても諸事情で実
践できない人がセンターに食べ物やお金を布施するそ
うだ。
　たとえば、ある日の断食食のメニュー（写真１）は
以下である。

【事例１】断食食のメニュー
　皮なし緑豆のドーサー（南インドのクレープ）
　皮なし緑豆のスープカレー：塩と黒胡椒、ヒング（香

辛料）を加えて茹でたもの
　トウガンビエのチャパーティー（薄焼きパン）
　全粒粉のチャパーティー
　パパル（クラッカー風）２種類（米粉とひよこ豆）
　ポップコーン２種類
　茹でた緑豆とその茹で汁
　茹でた黒緑豆



写真１　断食食（2021年10月、レスター、筆者撮影）

表１　断食食のリスト（2021年レスターでの調査をもとに筆者作成）

番号 分類 食材 料理名（現地語） 料理名（日本語） 備考
１ 豆類 皮なし緑豆 mag dāḷ no doso 皮なし緑豆のドーサー 南インドのクレープ

２ 豆類 皮なし緑豆 mag dāl nuṁ śāk 皮なし緑豆のスープカレー
塩、黒胡椒、ヒングを加え
て茹でたもの

３ 豆類 ひよこ豆 caṇā 乾燥ひよこ豆

４ 豆類 ひよこ豆 caṇā nī caṭṇī ひよこ豆のチャツネ
ひよこ豆を挽いて塩胡椒、
ヒングを加えて混ぜたもの

５ 豆類 ひよこ豆粉 sev nī kaḍhī セーヴ・カリー
ひよこ豆粉スナック＋バ
ターミルクのスープ

６ 豆類 ひよこ豆粉 ḍhokḷā 蒸しパン
７ 豆類 黒緑豆 uḍad dāl nuṁ ruvā 黒緑豆の団子風
８ 豆類 緑豆 mag dāl nuṁ śāk 緑豆のスープカレー
９ 豆類 緑豆 mag dāl nuṁ pāṇī 緑豆の茹で汁 ビタミンが豊富
10 豆類 黒緑豆 uḍad dāl 茹でた黒緑豆
11 穀類 とうもろこし popcorn ポップコーン 自宅で調理したもの
12 穀類 トウジンビエ bājrā nā roṭlā トウジンビエのチャパーティー 薄焼きの丸いパン

13 穀類 米 mamrā マムラー
米パフ、自宅で調理したも
の

14 穀類 全粒粉 roṭlī チャパーティー 薄焼きの丸いパン
15 穀類 米粉 khīchaḍī 米粉のお粥

16 穀類 粗挽き全粒粉 daliyo nī caṭṇī 粗挽き全粒粉のチャツネ
炒った粉、塩、黒胡椒、ヒ
ングにお湯を混ぜて作る

17 穀類 アマランサス rāgī nuṁ pāṇī アマランサスの白湯
アマランサス、塩、黒胡椒、
ヒングをお湯で混ぜた汁

18 豆類・穀類 全粒粉、豆 khakhrā カークラー
クラッカー風、自宅で調理
したもの

19 豆類・穀類 米粉、ひよこ豆 pāpaḍ パパル
クラッカー風、自宅で調理
したもの

20 豆類・穀類 大麦、皮なし緑豆 khīcaḍī 麦と豆のおじや 消化促進作用

21 豆類・穀類 米、ひよこ豆粉 sev mamrā セーヴ・マムラー
ひよこ豆粉スナックと米パ
フのミックス

22 香辛料 ハーブ kaḍu kariyātuṁ カドゥ・カリヤートゥ アーユルヴェーダ薬草汁
23 香辛料 ヒング、 黒胡椒 hing nuṁ pāṇī ヒングと黒胡椒の白湯
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　マムラー（米パフ）
　セーヴ・マムラー（ひよこ豆粉スナックと米パフの

ミックス）
　カークラー（全粒粉のクラッカー風）
　乾燥ひよこ豆
　ひよこ豆のチャツネ
　黒緑豆粉の団子風
　カドゥ・カリヤートゥ（アーユルヴェーダの薬草汁）
　大麦と皮なし緑豆のおじや
　ひよこ豆粉スナックとバターミルクのスープ
 （2021年10月16日、フィールドノーツより）

　筆者も断食食を試食させてもらったところ、通常の
インド料理と比べて香辛料が少なく比較的あっさりし
た味つけだったが、かなりヒングが効いていて、辛く
はないものの塩分が強めのものが多かった。筆者には
素材の味が活かされていて十分美味しいと感じられた
が、香辛料に慣れたインドの人びとにとっては味がな
いと感じられるようである。しかしながら、質を種類
と量でカバーすることで、修行としてだけでなく、断
食を楽しんでいる様子がみとめられた。

Ⅴ　それぞれの断食：解釈と実践

１　オールドカマーのまなざし

　人びとはどうして、何のために断食をするのか。以
下ではオールドカマー（東アフリカ出身再移住移民）、
ニューカマー（再移住以降の移民）、奉仕者という３

つの視点に分けて検討する。
　たとえば、センターの古株メンバーであるラマン
バーイーは、断食の目的を「カルマを燃やすため」と
力説した。

【事例２】「カルマを燃やす」
　　断食の目的は、殺生や他者を害するのを最小限に
することにあります。断食をすることでカルマを燃
やすことができます。それによってカルマを終わら
せることができるのです。［カルマの］12支払いは来
世に持ち越されます。今生では俗人だけど来世では
僧侶になれるかもしれません。

 （2021年10月19日、フィールドノーツより）

12  引用の中の［ ］は筆者による補足箇所を示す。

　基本的に、ジャイナ教徒は悪いカルマを減らすこと、
よいカルマを増やすことで、よりよき来世を期待でき
ると考えている。しかしながら、誰もが出家者のよう
な厳格な断食を実行できるわけではない。ジャイナ教
の根本哲学に多面的真理説（anekāntavāda）、つまり
真理は複数の視点から理解されるべきものとする考え
方があり、ラマンバーイーによれば「最善のカルマは
人びとがそれぞれの宗教に従うのを助けること」であ
る。このような解釈に基づき、断食の場合はおのおの
の立てた誓願（vrata）に応じてさまざまなやり方で
断食を行うことができる。
　別の古株メンバーのスーリヤベーン（ウガンダ出身、
推定60代）は、誓願の立て方について次のように説
明した。

【事例３】誓願と罰
　　［筆者の「どうやって誓願を立てるのですか」と
いう質問に対し］寺院に限らず、家でもどこでもマ
ントラを唱えて念じるだけでよいのです。もし誓願
を破ってしまったら、許しを乞う（prāyaścitta）。イ
ンドだったら僧侶のもとへ行って行います。でも、
ここだと僧侶がいないから、１日断食するとか、自
分で罰を与えます。

 （2021年10月16日、フィールドノーツより）

　誓願に応じた断食のやり方はきわめて柔軟で多様で
ある。ラマンバーイーの力説は続く。

【事例４】さまざまな断食の方法
　　断食で重要なのは、食べ物について考えないこと
にあります。断食しても食べ物のことばかり考えて
いたら意味がない。だから、［完全に］断食できな
い人のためにさまざまな断食の方法がある。…（中
略）…たとえば、毎日４枚チャパーティーを食べる
のを３枚に減らす、２種類の野菜カレーを食べてい
るのを１種類に減らす。食後にムクワース（mukhvās: 

香辛料・砂糖をミックスした嗜好品）やアフターエ
イト（英国製ミント・チョコレート）を食べていた
のを食べないようにする。朝食抜き、あるいは朝食
後から昼食まで何も食べない。もし誰かがオレンジ
ジュースやアイスクリームを持ってきても断る、そ
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れも断食になる。…（中略）…たとえば、読書をした
り勉強したり瞑想したりするのも断食。キッチンで
奉仕するなど誰かを助けることも断食。

 （2021年10月19日、フィールドノーツより）

　このように、オールドカマーの視点では、伝統的な
宗教理念に基づいて断食の目的・意義が解釈されてい
るが（事例２、３）、その実践方法はきわめて柔軟に
考えられ行われている（事例４）と指摘できる。

２　ニューカマーのまなざし

　ニューカマーの場合はどうか。サミクシャ（ムンバ
イー出身、50代）は、インドに生まれたが、大学卒
業後就職のために兄弟のいたケニアに渡り、そこで夫
と結婚、20年前に長男・次男出産後にレスターに移
住した。子どもたちはすでに独立し、彼女はパートタ
イムの仕事をしながらレスター郊外の自宅に夫と２人
で暮らしている。オーリー祭の時は断食をしなかった
が、この２～３年パリューシャナ祭の時に断食をして
いるという。2021年も３日間お湯しか飲まない断食
をしたそうだ。しかし、彼女の母はもっと厳格だった
と彼女は繰り返し口にした。

【事例５】「母はじゃがいももトマトも食べなかった」
　　母はもっと厳格で、普段からにんにくや玉ねぎを
食べなかったの。じゃがいもやにんじんも、外食で
それしかないときには仕方なく食べていたけれど、
できるだけ避けるようにしていた。断食中はトマト
にも種子がたくさん入っているからと食べないよう
にしていた。私は断食中もトマトを食べるけれど。
…（中略）…父は何でも食べたわ。食べ物［の戒律］
を信じていなかった。ただ父は熱心に奉仕をしてい
たわ。

 （2021年10月16日、フィールドノーツより）

　ここで、根菜類と種子の多い野菜の忌避が宗教的厳
格さの基準として挙げられているのは象徴的である。
オールドカマーが伝統的な理念を語りつつ柔軟に断食
を解釈し実践するのに対し、ニューカマーには食規範
が根強く残っていることが指摘できる。
　一方、どうして断食をするのか尋ねると、次のよう

13  アーユルヴェーダでは、精神に作用する性質によって食物が純質、激質、暗質の３つに分類される。純質の食べ物は精神に叡智を、
激質の食べ物は激しさを、暗質の食べ物は怠惰を促すと考えられている（加瀬澤 2018）。

に答えた。

【事例６】断食の精神的効能
　　断食をするとソフトになる。玉ねぎやにんにくは
暗質（tāmasik）、暗質のものを食べると攻撃的になっ
てしまう。ふだんは玉ねぎやにんにくも食べるけど、
断食の時は食べない。だから、断食すると、心が落
ち着いてマイルドになる。

 （2021年10月16日、フィールドノーツより）

　断食の心身の健康への効能は、オールドカマーにも
ニューカマーにも、カルマ論の語りと並んでしばしば
言及されるものである。一例として、この４年間年２

回オーリー祭の時に９日間断食しているという女性ラ
ディカベーン（ムンバイー出身、推定70代）は、「来
世もその次も、すべての生に［断食の功徳が］行き渡
るから。あと健康にもよい」と答えたように、来世利
益志向とともに健康志向も指摘できる。サミクシャの
場合、暗質というアーユルヴェーダの観念13を用いて
精神的効能に言及したのが特徴的である。

３　奉仕者のまなざし

　最後に、狭義の断食実践者ではないが、集団断食が
奉仕者なしには成り立たないことから、奉仕者の視点
もみておきたい。
　断食と同様に、奉仕もまた心身の健康によいと考え
られている。

【事例７】「奉仕は健康によい」
　　ヒンドゥー教の夫と結婚し、６年前に夫が亡く
なって以来、離婚して出戻りの娘と２人で暮らして
いるヘーマーベーン（出身地不明、70代）は、「肺
や腰などたくさん問題を抱えているが、ここ［セン
ター］に来ると元気になる、家に帰るとグターっと
する［とうつ伏せになる仕草］」と冗談めかして答
えた。

　　ジャイナ教の夫と結婚したヒンドゥー教徒のイー
ラベーン（グジャラート州出身、70代）は、奉仕
の理由について、「何でって、夫が［センターに奉
仕をしに］来ているから。夫はもっと早くに来てい
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るんだけどね、私は家の用事を済ませてから来たと
ころ。こうやって動くのは健康によいし」とあまり
深い意味はない様子で答えた。

 （2021年10月20日、フィールドノーツより）

　サミクシャ（事例５、６）は、ジャイナ教の奉仕だ
けでなく、ヒンドゥー教ヴィシュヌ派新宗教団体
SDHの奉仕活動にも力を入れていた。奉仕の内容は、
高齢者のためのフードデリバリー用の調理・梱包作業
で、食事会がある際には給仕や片づけも行う。サミク
シャは４年前から夫と一緒に SDHの奉仕に従事して
いるとのことだった。筆者がなぜ奉仕をするのか尋ね
たところ、彼女は次のように答えた。

【事例８】「奉仕の幸せ」
　「だって幸せだから。いろんな人に会えるし、友達、
コミュニティのみんなにね」

　筆者「奉仕をすることで徳（puṅya）が得られますか」
　「そうね、カルマを減らすことができるわ。もしよ
い行いをしたら、よいカルマ、来世でのよいこと
（good things）を手に入れることができる。来世で
はすべてがよくなるのよ。よい行いをすればよいこ
とが得られるでしょう」

　筆者「今生では得られないのでしょうか」
　「今生じゃなくて、来世でね」
 （2021年10月16日、フィールドノーツより）

　「徳は得られるのか」という筆者のとってつけたよ
うな質問に対し、サミクシャは捕捉的にカルマを減ら
せると答えたが、彼女にとって奉仕は第一に楽しみな
のである。奉仕の作業は、行うか否かは自由とはいえ、
精神的・身体的に負担がないわけではない。オーリー
祭では９日間毎日早朝から昼過ぎまで作業に従事す
る。SDHの奉仕も遅い時には22時近くまでかかるこ
ともある。それでも奉仕に従事するのは、サミクシャ
が真っ先に「幸せ」と答えたように、奉仕を楽しんで
いるからである。
　このように、断食及び断食の一部とも位置づけられ
る奉仕は、多義的に解釈・実践されていることがわ
かった。これらをふまえ、最後に断食の多義性につい

て考察し、断食が閉じられた宗教実践ではなく、開か
れた文化実践であることを示す。

Ⅵ　考察：有徳なカルチャー

１　宗教的修行

　オールドカマーの視点（事例２、３）に顕著にあら
われていたように、断食には依然として宗教的修行と
しての側面が根強い。筆者が驚いたのは、断食実践者
のうち数人が食べた後にその場で座ったまま歯磨きを
していたことである。ラマンバーイーに尋ねたところ、
その理由は以下である。

【事例９】食卓で歯磨きする理由
　・水の使用を最低限にするため。
　・食べた後口に食べ物が残ると、後でまたそれを食

べることになってしまうから、食べ残しを防ぐた
め。

　・食事に関連することを座っている間にすべて終わ
らせるため。

 （2021年10月19日、フィールドノーツより）

　これらはすべて、余計な動作や過剰な水の使用を防
ぐことで、考えられうる限りの微生物の殺生を防ぐと
いう、不殺生を遵守することを意図したものである。
また、完全な不殺生が難しい場合には、できるだけ直
接的・身体的な殺生を減らすことが目指される。たと
えば、断食中には濾過水ではなく、沸騰した水が摂取
される。その理由は、「細菌を殺さないため」である。
水を沸騰させる時に１度細菌を殺すことにはなるが、
水道水だと水を飲んだ後も体内で細菌が増殖し、それ
を殺さなければならない。そうすると殺生が増えてし
まう。沸騰水だと１度の殺生で済むという理由である。
　このように、特に水の使用・摂取に関して、不殺生
の徹底とそれによる功徳の獲得が目指されていること
が指摘できる。その一方、事例４でみたように、食べ
ものに関してはより柔軟な実践方法がとられている。

２　養生法

　近年顕著なのが、健康志向の高まりである。宗教的
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規範の健康観からの読み替えや重点のシフトは、ヒン
ドゥー教の断食実践でもみとめられる（濱谷 2026）14。
本論文でも、事例６、７で断食や奉仕の効能として心
身の健康への言及がみられた。ヒンドゥー教の断食は
大量の糖分、ジャイナ教の断食は大量の炭水化物を摂
取するため、医学的には糖尿病など健康悪化リスクが
懸念されているようだが、当事者には往々にして「健
康によい」ととらえられている。
　断食食も、健康に配慮されたものが多い。緑豆の茹
で汁は「ビタミンたっぷりで健康によい」、カドゥ・
カリヤートゥという茶色の液体はアーユルヴェーダの
薬草汁で、「消化・吐き気・めまい・糖尿病などに効
能がある」とのことだった。全体的に、ヒングという
独特な香りの香辛料が多用されていたが、その理由と
して「胃腸によい、ガス・プロブレム（消化不良）に
効くから」と説明された。このように、断食は養生法
としてもとらえられている。

３　娯楽

　さらに、奉仕者の視点に顕著にあらわれていたよう
に（事例８）、断食には娯楽としての側面もある。断
食食は、伝統的な料理がほとんどではあるが、最近イ
ンド本国でも人気の高い南インド料理のドーサーや、
ポップコーンなど、現代の流行や西洋のスナックを取
り入れている点からも見てとれる。また、「毎日同じ
だと飽きるから」という理由でドーサーの原料の豆の
種類を変えたり、多種多様な料理・スナックを用意す
るなど、食事を楽しむための工夫もなされている。
　また、奉仕者が持ち寄りランチを「ピクニックみた
い」といって和気あいあいと食べる、断食実践者がお
しゃべりしながら断食食を食べるなど、共食を楽しむ
様子もみられた。筆者もその共食に部分的に参加した。

【事例10】断食食を分かち合う
　　筆者が給仕や食事の様子を観察していると、断食
中の高齢男性の一人が「アーヤンビル・ベール
（bheỊ：西インドの米パフや豆類、野菜などをミッ
クスしたサラダ風軽食）」と言って、スナック類を
プレートで混ぜたものを小皿にとって私に食べてみ

14  ヒンドゥー教も特定の祭祀に応じてさまざまな断食を行うが、規範の厳格さや頻度、断食食として摂取してよいものと忌避すべき
ものの基準などが異なる。具体的には、炭水化物や塩が忌避され、果実や甘いもの、乳製品が摂取されるなど、ジャイナ教の断食食
とは対照的である。詳しくは、濱谷（2026a, b）を参照する。

15  これは、一般的にヒンドゥー教では水や食べ物を通して不浄が感染すると考えられており、特に儀礼食に触れるには注意が必要と
なるためである。移民にとってのケガレの問題は改めて検討したい。

なさいと勧めてくれた。ケガレにならないだろうか
と心配しながらそれをいただく15。

 （2021年10月20日、フィールドノーツより）

　この男性をはじめ、センターの人びとが、ジャイナ
教徒でもなく断食中でもない筆者に食事を分け与えて
くれたのは、日本からやってきた調査者へのホスピタ
リティのあらわれであったこともあるだろう。しかし、
コロナ・パンデミックの脅威が長引く中で、マスクを
つけてでも集団断食に集い、リスクを冒してでもとも
に食べ分かち合う人びとからは、集うこと、食べるこ
とへのよろこびや楽しさの感情があふれていた。

４　教養

　断食には教養という側面もある。数人の調査協力者
から強く勧められたのは、インターネットを使って断
食について勉強することである。たとえば、ラマンバー
イーは、以下のように推奨した。

【事例11】インターネットの勧め
　　「断食には12種類の方法があります。６種類は外
的な断食（external fasting）、６種類は内的な断食
（internal fasting）……」と言ってから、その先の詳
細の説明に詰まってしまい、「インターネットに書
かれているからインターネットを見てください」と
何度も言われた。しばらくしてからWikipediaを見
せられた。

 （2021年10月19日、フィールドノーツより）

　また、前述のスーリヤベーン（事例３）は、苦笑し
ながら次のように言った。

【事例12】動画共有サイトの勧め
　　子どもの頃、当時はアフリカで暮らしていたので
すが、断食のやり方を知らなくて、断食中にお菓子
を買ってきて食べたりしていたんです。それがダメ
だと後で学びました。今は日曜学校で教師やグル
（guru：宗教指導者）が正しい知識を教えているし、
インターネットや YouTube（動画共有サイト）で調
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べることもできます。今の若い子の方がちゃんとし
た断食をしていますよ。

 （2021年10月16日、フィールドノーツより）

　インターネットを使って断食に関する「正しい」知
識・情報を収集することは、一種の教養のようにとら
えられている。特に、オールドカマーの多くは、ほと
んどインドに行ったこともなく、「正しい」ジャイナ
教についての知識が不足しているという認識が強い。
それゆえに、断食は、幼少時からの無意識の習慣とい
うわけではなく、最新の技術や情報源を用いてアップ
デートすべき教養でもある。さらに、インターネット
を通じて得られるのは、断食の知識だけでなく、
YouTubeなどの動画共有サイトで断食食の作り方など
実用的な技術も習得することができる。
　このように、宗教的修行の意義が強かった断食は、
養生法や娯楽、教養といった、メディアを通じて消費
され嗜まれるパブリック・カルチャーとしての側面が
強まっている。ただし、それは世俗的なカルチャーと
は異なる。その背景には、不殺生の哲学やカルマ論に
基づく死生観、奉仕のよろこびが深い動機としてはた
らいている。したがって、断食は閉じられた宗教実践
ではなく、宗教性と世俗性を併せ持つ開かれた文化実
践、すなわち「有徳なカルチャー」として実践されて
いると指摘できる。

Ⅶ　おわりに

　本論文は、英国レスターのジャイナ移民を対象に、
オーリー祭での断食食とその調理・摂取の過程に着目
し、断食がどのように解釈・実践されているのかを民
族誌的に記述・分析した。そこから、以下の４点が明
らかになった。
　第一に、断食は依然としてカルマ論や不殺生の理念
に支えられた宗教的修行として重視されている。断食
は「カルマを燃やす」営みとして解釈され、実践にお
いても水の使用・摂取方法に細心の注意を払う姿勢が
確認された（事例２、９）。他方でその実践方法は各
自の誓願に応じて調整されるなど（事例４）、多面的
真理説を背景とした柔軟な実践であることもわかっ
た。第二に、断食は養生法として実用的に再解釈され
ている。豆類、薬草汁、ヒングなどを中心に構成され

る断食食は、健康効果を意識して調理・摂取されてお
り、断食は「健康によい」とする認識が共有されてい
る（事例１、事例６）。健康志向の高さは奉仕者にも
みとめられる（事例７）。このように、宗教的実践が「健
康」という世俗的価値を伴って消費される現象は、ヒ
ンドゥー教の断食とも重なる潮流である。第三に、断
食は娯楽・楽しみとしても実践されている。多種多様
な断食食の提供や共食のにぎわいは、断食とそれに伴
う奉仕が人びとの楽しみや社交の場を生み出している
ことを示していた（事例８、10）。こうした「断食の
楽しさ」は、宗教的修行の厳格さと矛盾せず、むしろ
断食に複層的な価値を付与するものである。第四に、
断食は教養としての側面も帯びている。インターネッ
トを用いた知識の学習や技術の習得を強調する語りか
らは、「正しい断食」を学び実践しようとする人びと
の努力する姿が見出せた（事例11、12）。ここには、
移民たちが置かれるトランスナショナルな情報環境下
での宗教的伝統の再編成が示されている。
　以上から、ジャイナ移民にとっての断食は、単なる
宗教的修行ではなく、宗教性と世俗性を併せ持つ複数
の価値を束ねる「有徳なカルチャー」として再構築さ
れていることが明らかとなった。前述したコープマン
の議論に依拠すれば、ジャイナ移民の断食実践は、断
食の宗教的枠組みは保持されつつ、その構造が部分的
に「適応外利用」され、健康・娯楽・教養といった世
俗的価値を生み出す回路へと展開している。文化（象
徴体系）だけでなくカルチャー（物質的実践）である
からこそ、一部の修行者のみに閉じられた実践ではな
く、誰もが手軽に学習し、柔軟なやり方で試み、経験
を分かち合うことのできる開かれた実践となってきて
いるともいえよう。
　さらに、断食はジャイナ移民に限られたものではな
く、共食や奉仕を通じて宗派宗教を超えた他者との交
流を生み出す契機ともなっている。ジャイナ移民がヒ
ンドゥー教団体の奉仕に従事する事例や、出身地や宗
派を超えた社交の場としてのセンターの機能は、断食
を通じた公共空間の萌芽を示唆するものである。ただ
し、公共的なものの展開については、さらなる調査が
必要であり、今後の課題としたい。
　まとめると、断食は移民社会において宗教的伝統を
維持しつつ、移動・生活環境・メディアの変化の中で
再解釈され、開かれた文化実践へと変容しつつあ
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る16。本論文は、ジャイナ教をマイノリティの宗教と
とらえる先行研究に対し、「移動が宗教―カルチャー
をつくる」という理論的視座及び民族誌資料を提示し
た。それによって、在英ジャイナ移民という枠を超え
て、移民・ディアスポラの宗教実践と公共性の再編を
理解するための新たな枠組みを照射した。
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